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Amazon EC2スポットインスタンスにおける入札アルゴリズムの
検討 
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概要：Amazon Web Services（AWS）では余剰の計算資源をスポットインスタンスとして安価で提供している．スポッ
ト価格は需要の長期的なトレンドに基づいて動的に変化する．したがってスポットインスタンスの継続的な利用は信

頼性が低い．本研究ではスポットインスタンスの中断のリスクを低減し，コストを削減する入札アルゴリズムを提案

する． 
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1. はじめに   

クラウドを利用するメリットの一つにコストの削減が

ある．AWS が提供する Amazon Elastic Compute Cloud 
(Amazon EC2)はクラウド上にサーバを構築するサービス
である．Amazon EC2 では余剰の計算資源をスポットイン
スタンスとして安価で提供している． スポットインスタン
スは需要の長期的なトレンドに基づいて動的に変化する．

利用者は支払い可能な最大価格である入札価格を設定する．

入札価格が現在のスポット価格を上回ればスポットインス

タンスが利用できる．需要が高まりスポット価格が入札価

格を上回ると利用が中断される．したがって，単純な入札

を行った場合，スポットインスタンスの継続的な利用は不

安定となる可能性がある．一方，インスタンス間のホッピ

ングを行えば中断率は軽減できることが明らかにされてい

る[1]．しかし，ホッピングでは，データ転送によるオーバ
ーヘッドやコストが大きくなる．またオンデマンド価格を

基準にした入札アルゴリズム[2]が提案されているが，スポ
ットインスタンスの価格変動は多様であり，単純に適用す

ることは難しい．本研究では，まずスポットインスタンス

を価格変動の特徴によって分類する．分類されたスポット

インスタンスについて利用中断のリスクを軽減し，コスト

を削減する入札アルゴリズムを提案する．提案するアルゴ

リズムは実際の価格データを用いて評価する． 

2. インスタンス分類と提案アルゴリズム 

2.1 分類 
スポットインスタンスを価格変動の特徴ごとに分類す

る．スポット価格はオンデマンド価格からの割引率によっ

て設定されるので，本研究ではスポット価格をオンデマン

ド価格で正規化して評価する．正規化された価格を正規価

格と呼び，以下のように計算する． 
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正規価格の最大値，最小値をそれぞれ𝑛𝑜𝑟𝑚𝑎𝑙𝑖𝑧𝑒𝑑𝑀𝑎𝑥，
𝑛𝑜𝑟𝑚𝑎𝑙𝑖𝑧𝑒𝑑𝑀𝑖𝑛として，変動幅は以下のように計算する． 
𝐹𝑙𝑢𝑐𝑡𝑢𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛	𝑟𝑎𝑛𝑔𝑒 = 𝑛𝑜𝑟𝑚𝑎𝑙𝑖𝑧𝑒𝑑𝑀𝑎𝑥 − 𝑛𝑜𝑟𝑚𝑎𝑙𝑖𝑧𝑒𝑑𝑀𝑖𝑛 
次に，変動率の指標としてヒストリカルボラティリティ

(HV)を用いる．HV は過去の一定期間における価格変動率
である．サンプル数を𝑛，1日の終値を𝑉("), 1 ≤ 𝑡 ≤ 𝑛 − 1，
ジョブサイズを𝑠，1日の変動率𝑥$とすると HVは以下のよ
うに定義される． 
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求めた HVに対し，指数平滑移動平均(EWMA)を用いる．
EWMA は計算時から近い時間の値に重み付けをして計算
するため，直近の価格変動を重視した値を得ることができ

る．𝜆 ∈ [0,1]を確率変数である忘却因子とすると，EWMA
は以下のように計算する． 
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先行研究[3]に従い，𝜆を 0.5に設定し EWMAを算出した． 
表 1にこれらの指標からインスタンスを分類した結果を

示す．変動幅と変動率の EWMA から 5 つのグループに分
類した．図 1に表 1の価格変動例の一部を示す． 
2.2 入札アルゴリズム 
分類したグループごとに入札価格を設定するアルゴリ

ズムを提案する．表 2に各グループの入札価格を示す．グ
ループ 1の入札価格は現在のスポット価格であり，グルー
プ 2の入札価格はオンデマンド価格の 50%である．入札価 
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表 1 インスタンスの分類 

# of group 変動幅 変動率の EWMA インスタンス数 割合 [%] 例 

1 0  N/A 556 56.16 r5dn.24xlarge 

2 (0,0.2] [0,3] 317 32.02 m5ad.24xlarge 

3 (0,0.2] (3,14] 23 2.32 c5a.24xlarge 

4 (0.2,1] [0,3] 27 2.73 p4d.24xlarge 

5 (0.2,1] (3,14] 62 6.26 inf1.24xlarge 

 

図 1価格変動例の一部（2021/7/24-10/21） 

表 2 入札アルゴリズム 

# of group ⼊札価格 

group1 current Spot Price 

group2 50% of On-Demand Price 

group3 50% of On-Demand Price 

group4 80% of On-Demand Price 

group5 On-Demand Price 

格は各グループの𝑛𝑜𝑟𝑚𝑎𝑙𝑖𝑧𝑒𝑑𝑀𝑎𝑥から算出した． 

3. 評価実験 

AWSが提供する AWS SDK for Python (Boto3)を用いて取 
得した実際の価格データで実験を行った．表 3に実験条件
を示す．価格履歴を取得する期間は 2021年 7月 24日から
2021年 10月 21日までの 90日間，リージョンは東京リー
ジョンである．提案した入札アルゴリズムを表 1に示した
各グループの例に適用して評価実験を行う．  

4. 結果と考察 

表 4に実験結果を示す．グループ 1，2，3では 90日間イ
ンスタンスを獲得できた．グループ 4，5ではそれぞれ全体
の 1.39%，26.62%の中断が発生した． 
グループ 5のように最大価格がオンデマンド価格に達し，

価格変動が激しいインスタンスを低コストで利用するには，

ホッピングやオンデマンドインスタンスの利用が有効であ

ると考える． 

表 3 実験条件 

期間 2021/07/24~2021/10/21 

リージョン ap-northeast-1 
アベイラビリティゾーン a, c, d 

OS Linux/UNIX 

 
表 4 実験結果 

# of group 実⾏時間 [h] 中断率 [%] 

group1 2160 0.00 

group2 2160 0.00 

group3 2160 0.00 

group4 2013 1.39 

group5 1585 26.62 

 
また，インスタンスの分類における各指標の閾値による影

響も今後検討する必要がある． 
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